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ー
・
該
当
者
に
申
請
手
続
き
を

　
市
で
は
、
さ
き
の
臨
時
市
議
会
で

県
下
で
は
じ
め
て
の
、
老
人
福
祉
施

策
の
一
環
と
し
て
、
敬
老
祝
金
制
度

と
、
ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
支
給
制

度
の
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
支
給
に
つ
き
ま
し
て
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
取
扱
い
に
よ
り
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
．

　
敬
老
祝
金

　
支
給
類
は

　
　
七
＋
才
以
上
　
千
円

　
　
八
十
才
以
上
　
二
手
円

　
　
九
十
才
以
上
　
三
千
円

で
こ
の
該
当
老
人
に
つ
き
ま
し
て
は

条
例
の
施
行
規
則
に
も
と
す
き
市
で

名
簿
を
作
成
し
、
該
当
す
る
地
区
民

生
委
員
の
確
認
を
経
て
祝
金
を
受
け

る
老
人
に
対
し
て
、
支
給
月
日
等
詳

細
の
ご
通
知
を
申
し
上
げ
ま
す
．

　
　
ね
た
き
り
老
人

　
　
見
舞
金

　
ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
に
つ
い
て

は
、
条
例
規
則
に
よ
り
実
施
す
る
の

で
す
が
、
こ
れ
は
祝
金
と
違
っ
て
申

請
手
続
を
取
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で

こ
の
申
請
手
続
き
の
要
領
等
に
つ
い

て
も
地
区
民
生
委
員
を
経
由
す
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
で

は
来
る
八
月
十
九
日
民
生
委
員
全
体

会
議
で
説
朋
会
を
開
き
、
趣
旨
に
添

う
よ
う
、
仕
事
を
進
め
る
こ
と
に
レ

ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
支
給

鞭
難
　
糠
　
　
㏄
　
　
　

た
の
し
い
夏
を
過
そ
う

　
　
　
交
通
事
故
や
防
犯
に
注
意

　
八
月
は
お
盆
や
お
察
り
の
続
く
月

で
、
人
や
車
の
動
き
が
い
っ
そ
う
は

げ
し
く
な
り
ま
す
．
お
盆
の
帰
省
客

夏
の
行
楽
、
祭
り
に
よ
る
戸
外
で
の

雑
と
う
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
事
故
の
起

き
や
す
い
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
を
た
の
し
く
過
す
た
め
に
つ

ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
気
を
く
ぱ
り
ま

し
ょ
う
。交
通
事
故
防

止
　
十
日
町
警
察
署
の
調
べ
で
は
、
管

内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
、

昨
年
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

ζ
と
で
す
．
こ
の
た
め
特
に
本
年
は

十
一
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、
市
内
二

ヵ
所
（
川
治
地
区
、
下
条
地
区
）
交

通
検
間
所
を
設
け
て
、
交
通
指
導
を

行
な
い
ま
す
が
、
夏
の
暑
さ
か
ら
く

る
過
労
や
凍
味
を
求
め
て
一
ぱ
い
や

つ
て
調
子
に
の
っ
て
ス
ビ
ー
．
ド
を
出

し
す
ぎ
た
り
し
、
無
理
な
運
転
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
祭
期
間
の
交
通
規
制

　
祭
期
闇
中
は
露
店
の
出
る
昭
和
町

は
変
通
止
め
に
な
り
ま
す
．
ま
た
駅

通
り
、
高
田
町
は
両
側
駐
車
禁
止
と

な
り
ま
す
。
な
お
ミ
コ
シ
や
に
わ
か

な
ど
で
市
街
地
が
相
当
混
雑
し
ま
す

か
ら
急
ぐ
か
た
は
う
廻
路
を
と
お
る

よ
う
に
し
濠
し
ょ
う
。

お
祭
リ
の
防

犯
心
得

　
恒
例
の
諏
訪
神
社
大
祭
は
、
二
十

五
日
の
晋
祭
り
か
ら
、
二
十
六
、
二

十
七
日
の
二
日
間
行
な
わ
れ
ま
す
が

人
出
が
多
い
の
で
、
ケ
ガ
の
な
い
よ

う
ま
た
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、

火
の
用
心
と
、
空
巣
に
ね
ら
わ
れ
な

い
よ
う
戸
じ
ま
り
を
厳
重
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
特
に
警
祭
か
ら
の
注

意
で
す
が
、
ス
リ
や
イ
ン
チ
キ
商
品

な
ど
に
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会
長
に
柳
宗
平
氏

　
　
　
　
三
十
一
名
の
新
農
業
員
決
ま
る

　
去
月
改
選
の
市
農
業
委
員
選
挙
は

永
沢
地
区
を
除
い
た
各
地
区
と
も

無
競
争
で
、
つ
ぎ
の
三
十
一
名
が
新

し
い
農
業
委
員
に
な
り
ま
し
た
．

　
な
お
役
員
は
会
長
に
柳
宗
平
氏

　
（
吉
田
山
谷
）
な
ど
、
各
部
会
長
も

一
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
．

◎
は
部
会
長
、
・
は
そ
の
代
理

会
長
柳
宗
平
（
吉
田
山
谷
）

〃
代
理
田
村
平
八
郎
（
旭
町
）

〔
農
地
部
会
〕

◎
樋
熊
秀
一
（
中
条
中
町
）
・
近
藤

【写真は地すベリ警報器】

大池小などに

　　地すべり警報器
　
水
害
、
地
す
ぺ
り
等
の
災
害
予
防

に
備
え
て
、
市
で
は
去
月
二
十
九
日

と
三
十
日
に
市
内
大
池
小
学
校
ほ
か

二
ヵ
所
に
地
す
ぺ
り
警
報
器
を
設
置

し
た
ほ
か
、
自
記
雨
量
計
な
ど
、
気

象
観
測
装
置
を
東
下
組
小
学
校
に
取

付
け
ま
し
た
。
引
続
い
て
塩
野
、
船

坂
な
ど
二
ヵ
所
に
警
報
器
を
取
り
付

け
る
予
定
で
す
。
な
お
雨
量
計
は

（
集
中
豪
雨
用
）
野
中
、
飛
二
、
消

防
署
、
土
木
事
務
所
と
合
せ
て
五
ヵ

所
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
近

い
将
来
、
吉
田
小
学
校
地
区
に
、
農

業
気
象
観
測
所
も
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

宗
一
（
上
新
田
）
西
方
勝
太
郎
（
田

中
町
東
）
遠
田
金
而
（
川
治
下
町
）

俵
山
保
太
郎
（
ニ
ッ
屋
）
山
田
正
吉

（
四
日
町
）
丸
山
滋
（
南
鐙
坂
）
米

山
豊
平
（
新
保
）
冨
井
武
次
（
馬

場
）
上
村
済
宜
（
伊
達
）
竹
内
茂

（
内
後
）
柳
宗
平
（
吉
田
山
谷
）
金

沢
太
郎
吉
（
太
田
島
）

〔
農
振
部
会
〕

◎
庭
野
金
作
（
四
日
町
新
田
）
・
尾

身
ド
正
徳
（
中
平
）
湯
川
正
夫
（
関

根
）
田
村
平
八
郎
（
旭
町
）
岩
田
好

雄
（
小
泉
）
村
山
益
次
郎
（
為
永
）

上
村
国
平
（
土
市
）
樋
口
正
篤
（
中

在
家
》
井
沢
福
栄
（
四
日
町
新
田
第

二
）

〔
農
政
部
会
〕

◎
竹
内
茂
（
内
後
）
・
水
落
快
俘

（
願
入
）
池
田
与
三
次
（
猿
倉
）
高

橋
佐
太
郎
（
高
山
）
藤
木
元
一
（
轟

木
）
庭
野
儀
市
郎
（
小
貫
）
大
熊
徳

大
郎
（
尾
崎
）
尾
身
常
作
（
鉢
）
古

沢
文
吉
（
安
養
寺
）
佐
藤
俊
太
郎

（
池
沢
）
金
沢
太
郎
吉
（
太
田
島
）

庭
野
金
作
（
四
日
町
新
田
）

　
関
口
さ
ん
な
ど

　
表
彰

　
　
　
郡
市
社
会
福
祉
大
会

　
第
十
八
回
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡

連
合
社
会
福
祉
大
会
は
、
八
月
八
日

十
日
町
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
が

社
会
福
祉
功
労
者
と
し
て
、
つ
ぎ
の

か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
．

関
口
太
郎
右
衛
門
（
川
原
町
）
渡
辺

豊
国
（
丸
山
町
）
岩
田
勝
太
郎
（
中

条
菅
沼
）

　
保
育
所
な
ど
に

　
救
急
用
担
架

　
日
赤
十
日
町
地
区
の
本
年
度
の
事

業
計
画
の
な
か
に
、
つ
ぎ
の
事
業
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
救
急
用
担
架
が
入
荷
致
し
ま

し
た
の
で
、
つ
ぎ
の
施
設
及
び
小
、

中
学
校
に
支
給
致
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
．

◎
救
急
担
架
の
支
給

　
市
内
保
育
所
十
三
、
幼
稚
園
二
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
て
小
学
校
十
九

中
学
校
六
、
計
四
十
一
。

　
な
お
不
幸
に
し
て
失
火
さ
れ
た
場

合
は
見
舞
金
と
し
て
、
半
焼
の
場
合

三
千
円
、
全
焼
の
場
合
五
千
円
。

そ
の
他
日
赤
県
支
部
よ
り
毛
布
そ
の

他
日
用
品
が
若
干
支
給
さ
れ
ま
す
。

電
話
だ
よ
り

電
話
を
か
け
る
と
き
、
キ
チ
ン
と

み
ん
な
で
協
力
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
J
C
ス
ク
ー
ル
町
の
大
清
掃

五
時
五
十
分
か
ら
約
一
時
間
に
わ

た
り
、
酊
の
大
清
掃
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
町

内
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
に
呼

応
し
、
小
、
中
学
生
に
も
呼
び
か
け

て
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

『
〔
公
民
舘
だ
よ
り
〕

●
美
佐
島
婦
人
の
つ
ど
い

　
（
南
魚
方
面
施
設
見
学
研
修
）

．
日
時

場
所

八
月
十
八
日
（
月
）

午
前
九
時
出
発
、
午
後
五

時
帰
庁

雲
洞
庵
、
魚
沼
学
院
、
小

出
養
魚
場
、
南
魚
酪
展
状

況

●
幼
児
家
庭
教
育
学
級

と
き
八
月
十
九
日
（
火
）
午
後

　
　
　
七
時
～
九
時
・
　
月
二
日

　
　
　
　
「
困
っ
た
子
供
の
な
お
し

　
　
　
方
」

講
　
師
　
佐
野
勝
之
助
先
生

●
少
年
家
庭
教
育
学
級

と
き
八
月
十
九
日
（
火
）
午
後

　
　
　
七
時
～
九
時

　
　
　
　
「
思
春
期
の
友
達
と
そ
の

　
　
　
導
き
方
」

講
　
師
　
上
村
正
弘
先
生

と
き
九
月
二
日
（
火
一

　
　
　
　
「
思
春
期
の
友
達
と
そ
の

　
　
　
導
き
方
」

講
　
師
　
松
沢
欣
一
先
生

●
手
芸
教
室

と
き
八
月
二
十
日
（
水
）
午
後

　
　
　
七
時
～
九
蒔

　
　
　
　
「
シ
ョ
ー
ル
の
作
り
方
」

材
料
極
細
毛
糸
十
玉
、
三
号
カ

　
　
　
ギ
針
（
公
民
舘
で
も
用
意

　
　
　
し
ま
す
）

講
　
師
　
田
村
恭
子
先
生

●
十
日
町
婦
人
学
級

と
き
八
月
一
一
十
一
日
（
木
V

　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
5
三
時

三
＋
分

「
食
事
を
考
え
る
」

　

㎜
毎
月
m
日
、

嚢
轟
』
市
税

講と会講
　
　
時
5
九
時
・
九
月
九
日

　
　
「
恋
愛
論
」

師
　
野
本
郁
太
郎
先
生

◇
市
民
大
学

き
九
月
六
日
（
土
）
午
後
一

　
　
時
5
三
時
三
十
分

師
高
橋
義
孝
先
生

場
商
工
福
祉
会
舘
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O
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0
●
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＝
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隔
伽
陶
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＝
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＝
一
「
一
一
一
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聯
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＝
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＝
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〇
＝
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，
一
一
幽
，
炉

ダ
イ
ヤ
ル
し
た
の
に
五
秒
か
ら
二
十

秒
ぐ
ら
い
何
の
音
も
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
れ
は
故
障
で
は
な
く

交
換
機
が
ダ
イ
ヤ
ル
し
た
番
号
を

　
「
お
ぽ
え
て
、
え
ら
ん
で
、
つ
な

，
ぐ
」
た
め
の
時
間
で
す
。
受
話
器
を

耳
に
あ
て
た
ま
ま
し
ぱ
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ダ
イ
ヤ
ル
と
ダ

イ
ヤ
ル
の
間
を
五
秒
以
上
あ
け
る
と

話
中
音
が
出
て
つ
な
が
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
帳

な
ど
を
見
な
が
ら
終
り
ま
で
正
確
に

つ
づ
け
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ

い
．
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

　十日

町
市
青
年
会
議
所
で
は
、
市

内
在
住
の
次
代
を
背
負
う
若
人
と
と

も
に
、
あ
す
へ
の
日
本
と
、
郷
土
の

た
め
に
考
え
、
語
り
合
う
機
会
を
持

つ
た
め
、
十
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
、
十
日
町
小
学
校
で
全
員
が
合
宿

し
て
の
J
・
C
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し

ま
す
が
、
最
終
日
の
二
十
四
日
午
前

〔
お
知
ら
せ
〕

　
　
お
盆
お
祭
り
は

　
休
み
ま
せ
ん

　
お
盆
、
お
祭
り
の
而
役
所
業
務
は

平
常
ど
お
り
行
な
っ
て
い
ま
す
．

　
1
5
日
正
午
に

　
　
　
　
　
　
黙
と
う

　
八
月
十
五
日
全
国
戦
没
者
の
追
悼

式
が
行
な
わ
れ
ま
す
．
同
日
正
午
を

●
十
日
町
地
区
敬
老
会

と
き
九
月
十
五
日
（
月
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
一
時

場
所
市
民
体
育
舘

　
　
　
　
　
　
　
　
3
＝
監
甲

合
図
に
黙
と
う
を
し
ま
し
ょ
う
．

　
斜
年
度
第
二
次

　
設
備
近
代
化
資

　
金
貸
付

　
市
商
工
課
で
は
四
十
四
年
度
第
二

次
設
備
近
代
化
資
金
の
貸
付
を
受
付

20

日
に
市
税
相
談

　
今
月
は
二
十
日
で
す

　
　
　
　
　
市
の
事
業
に
要
す
る
経

四
費
を
能
力
に
応
じ
て
出
し
合
う
も
の

脚
で
、
住
民
の
義
務
で
す
。
市
で
は
こ

淵
ん
ど
毎
月
十
日
と

二
十
日
の
二
回
午

前
九
時
か
ら
午
前

●
・
四
時
ま
で
、
市
税

盟
及
び
国
民
健
康
保

朋
険
料
な
ど
、
市
税

羅
曝

…
…
た
。
場
所
は
市
役

…
…
所
相
談
室
で
、
多

…
皿
く
の
ご
利
用
を
望

け
ま
す
。
希
望
者
は
九
月
一
日
か
ら
．
…

同
月
三
十
日
ま
で
市
商
工
課
へ
申
し
…
…

込
み
下
さ
い
．

／

／／
！

認
し
て
下
さ
い
．
（
陸
運
局
扱
い
分

に
つ
い
て
は
販
売
業
者
が
代
行
し
て

い
ま
す
。
）

＼

／
／
～
＼

　
献
血
車
，
ゆ
う

　
あ
い
号
4
日
程

日
時
九
月
十
二
日

　
午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

　
本
町
六
丁
目
一
睦
織
物
K
K
十
日

町
工
場

　
午
後
一
時
卍
三
時

　
新
座
、
睦
織
物
K
K
本
社

皿
献
希
望
の
か
た
は
八
月
二
十
五
日

ま
で
市
役
所
保
険
衛
生
課
に
ご
連
絡

下
さ
い
。

　
人
権
法
律
相
談
所
開
設

と
　
き
九
月
八
日
午
前
十
時
か

　
　
　
ら
午
後
三
時

と
こ
ろ
十
日
町
中
央
公
民
舘

　
十
日
町
市
八
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
小
林
賢
秀
氏

　
　
　
　
　
　
服
部
慶
円
氏

　
　
　
　
　
　
竹
内
　
茂
氏

　
　
　
　
　
　
武
田
文
雄
氏

＼

高
橋
養
孝
、
犬
養
智
子
に
よ
る

　
　
市
民
大
学
開
講
／

公
民
舘
主
催
・
新
潟
日
報
・
十
日
町
青
年
会
議
所
後
援
・
昭
和
四
十

四
年
度
市
民
大
学
の
日
程
が
次
の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

市
禺
大
学
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
、
文
化
向
上
の
場
と
し
て
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

　
☆
第
一
回
　
九
月
六
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

　
　
テ
ー
マ
　
「
現
代
青
年
を
語
る
」

　
　
講
　
師
　
高
橋
義
孝
先
生

　
　
　
　
　
評
論
家
・
独
文
学
者
・
随
筆
家
・
文
学
博
士
・
九
大

　
　
　
　
　
教
授
。
著
書
「
文
学
研
究
の
諸
間
題
」
「
森
鴎
外
」

　
　
　
　
　
そ
の
他
多
数
。
ト
ー
マ
ス
マ
ン
・
カ
ロ
ッ
サ
な
ど
の

　
　
　
　
　
訳
書
も
あ
る
。
新
潟
日
報
「
な
や
ん
で
い
ま
す
」
解

　
　
　
　
　
答
者
。

九
月
二
＋
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

家
爵
を
上
手
に
サ
ボ
ル
法

犬
養
智
子
先
生

家
事
評
論
家
。
朝
日
新
聞
「
家
事
を
サ
ボ
ル
法
」
、

毎
日
新
聞
「
す
て
き
な
マ
マ
」
連
載
。
著
書
「
家
事

秘
訣
集
」
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
話
題
を
な
げ
か

け
て
い
る
。

勘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
で

（

い
￥

☆
第
二
回

　
テ
ー
マ
講
師

※
会
場
は
、
十
日
町
商
工
福
祉
会
舘
四
階
ホ
ー
ル
。
入
場
無
料

2
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
納
税
に
つ
い

て
ご
理
解
を
い
た
マ
く
た
め
つ
ぎ
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㎜
…
ー
納
税
組
合
補

…
㎜
　
　
助
金

　
組
合
長
さ
ん
が
取
η
ま
と
め
て
納

付
（
預
金
）
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま

す
．
納
税
通
知
書
一
枚
に
つ
き
二
十

翻
円
と
、
納
付
税
（
料
）
額
の
百
分
の

…
＝
・
五
と
の
合
計
額
で
す
。

…
…
2
納
期
前
納
付

ユ
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
ま
だ
納
期
の
き
て
い
な
い
分
も
合

．
わ
せ
て
一
度
に
お
納
め
に
な
る
と
、

…
前
納
額
の
百
分
の
一
に
前
納
月
数
を

鼎
剰
じ
て
計
算
し
た
額
の
前
納
報
奨
金

．
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
　
3
軽
自
車
動
視

　
　
　
　
に
つ
い
て

　
廃
鼠
ま
た
は
新
し
く
買
い
換
え
た

㎜
時
は
、
廃
箪
届
（
標
識
を
市
役
所
に

脚
．
返
す
）
を
提
出
し
て
下
さ
い
．
提
出

が
な
い
と
、
納
税
通
知
書
が
発
せ
ら

れ
、
お
互
い
に
迷
惑
し
ま
す
か
ら
必

一
。
す
届
出
の
手
続
が
済
ん
で
い
る
か
確

4
納
　
期

b月
2月1月12月月10月9月！8月

1
7月

16月
5月14月

432
1期

「
6

一
5

4
一

一
4

3
【

一
3

2
「

一
2

1期

陣

　　　月利一
税目

県　民　税
市町村民税
国定資産税

国民健康保険料

全期
軽自動車税

認8駆＝亀＝一零論品δi路韻3論お

鼎編擢錐の梱益∫2…・

　軒τ7芦FF7・
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□
1人当り

8，967円

性質別分析表（千円）

市税負担額

1世帯当り

42，866円

訂正（太文字が訂正箇所）

一一般会計教育費　　207，888

市　　債土木債76，36i，941

特別会計直営診療所

　扶助費

　116，083

　　10％
公債費
62，1345％

補助費等4％

50・廻0　5％
　その他
57，188

物件費

128’212　　人件費
　11％
　　　　　316，741
　　　　　　26％
　才　出
　1，201，219
　　　　　　貸f・金34，408
　　100％　　　　　3・。

　投資的事業費

　　435，763
　　　36％

箋．．

繊’

・韻脚囎贈脚

髪

藻灘　　　 謝　 ・撒“．

　懸欝
　難 融

月別才入才出額表

一般会計は（千円）

＼
鴛
鞭

　
　
　
　

費
83
　

7

　
8
％

育
乳
1
7

　
0
　
　
　
　
9
　
　
　
費

教
2
　

出
2
1
　
　
　
8
4

　
　
　
　
　
L
吻
　
務
卯
晦

　
　
　
　
　
0
0
　
　
　
　

9
2

費
焉
　
オ
翠
－
　
総
2

生
ゆ
％

　
　
　

民
77
1
　
／
o
　
　
　
疹

　
1
　
　
0
7
　
　
　

ぐ

鍵
灘
驚

市税分析表（千円）

131，769千円

　（翌年度へ繰越）

　　　　市債
　　　　　　クヨ　　
　その他　　10％　　　　市　　税

　113，541　　　　　　　　　　446，062諸収入　9％

一49・2554勿　才入　33％
蚤1糖％　1，332，988

繰越金6％　　　　100％
77，771

　　国庫支出金

　　145，786　　　地方交付税

　　　11％　　　322，171

　　　　　　　　24％

○
、
九
五
七

四
山
ハ

市債は

四
四
、
四
七
九

七
、
六
五

六
、
八
六
一

市
町
村
民
税

固
定
資
産
税

た
ば
こ
消
費
税

130

120
．●

4
♂

110 才入一 ，

才出一一一軸 　ρ
♂
ノ

100
」

♂Dノ

90
〆

4
80 ♂

4
4

70 一
’

〃

ノ

60 ’
ノ
’

’

50 　ρ
4’
♂

40 」

4
♂

30 o，

ρ

’
ノ

20 ♂

ノ
ρ

10
ρ

任万円）
♂

（月）4 5　6 7 8 9　10　11　12 1 2　3　4 5

電
気
ガ
ス
税

そ
の
他
の
税

特別会計は

　　　　　　　　　　　　　（円）
　　　　土木債　　　　　　　　　　　　　　郵政省
　　　　　　　　　　　　　　　　　　98，454，436　　　76，361，741
特別会計費　13％　教育1貢　　　　　　17％
漿篇禦目的別198響1撒鋸17借入先別
蔽補てん憤567・233・098　　　　10％567・633・098

　54，261，008　100％　　　　　　　　　100％
　　10％　　　　　　　　衛生憤　　　その他
　　　　その他　63，、23，69・16，1・8・553　大蔵省397・831・792

　　　　・・6，89・・1・5　、、％　　3％　　　　　70％
　　　　　　21％

（千円）

会　計　名 才　　入 才　　出 差　　引

国民健康保険 238，812 229，449 9，363

直　営　診　所 11，176 26，085 △14，909

へき地診療所 3，843 7，845 △4，002

簡　易　水　道 37，444 34，130 3，314

と　　畜　　場 1，397 719 678

計 292，672 298，228 △5，556

市有財産の状況

種　別 面　　積 金額

土　　地 15，887，290m2

建　　物 95，936

現金及び
有価証券

31，397

淘　”鯛。’
・9’・。●　。1　　■9’　　2。・’」。’一’く響’

一般会計
当　初　予　算 多簸1，7舳多“〃”

6月末予算
■　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　．／

1，338，294千円Z

／　Z

収　入　済　額 459，390千円（収入率34％）

310，941千円（執行率23％）支　出　済　額

一般会計才入才出款別表

　　　　　　　　　　　　（千円）

　　　教韻総翻　　　　　市税　55鰐
　　　240・615　287，657　　　　市債　445，45133％
　　　　18％　　22％　　　　116，900
　公債費　　　　　　　　　　　　　　　　9％
消防姜5’61嘱才出商工費6・，・354％繰越金　才入　諸収入
66，6755％1，338，294の他41，6283％86・5857％1，338，294その他

欝轡1・・％　64，7525％国県支出金1・・％　甥

7％　民生費　土木費　　　　231・549地方交付税
　　　　　　　　195，042　　　　　　　　17％
　　　206，69115％　15％　　　　　　　　305・614
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23％

　　市税分析表　　　　　性質別分析表
　　　　　　　　　　　　（千円）

　　　市町村民税　　　　　投資的事業費　5澗
　　　　206，34746％　　　　　　　　473，24935％
　　　　　　　　　　　　　　　物件費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　の
　　　　　総額　　　　　12％才出　補助費
た1粥響電器1、鞭他燕費器94扶助ヂ付金
　　　　　　　　　　　　　　　マらり　の　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　
　　　　　　　　　　　6％　　　6％　　　　　　　　10％
　　　固定資産税　　　　　　　　　　　　　人件費　　　　　　　3％
　　　　　　　　　　　　60，219　　　　　152，34734％　　　　　　345，76226％　40・856

　　　　　　　　　　特別会計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

会　　計　　名。　　予　　算　　額 比　　率

国民健康保険1　　254，088 70．8

直　営　診　療　所i　　32，240 9．0

へき地診療所t　12，896 3．6

　　　
一
簡
　
　 易　　水　　道　　　　58，154 16．2

と　　　畜　　　場　　　　　1，300 0．4

計　　　1　358・678 100．0

一345一


